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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 285,697 6.2 18,958 15.3 19,408 17.2 13,303 34.2 

27年３月期第２四半期 268,911 7.7 16,438 14.2 16,564 16.7 9,910 △19.0 
 
（注）包括利益 28年３月期第２四半期 8,577 百万円 （△8.8％）   27年３月期第２四半期 9,409 百万円 （△68.8％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第２四半期 30.74 － 

27年３月期第２四半期 22.90 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 809,513 347,984 39.9 

27年３月期 782,357 341,207 40.5 
 
（参考）自己資本 28年３月期第２四半期 322,668 百万円   27年３月期 317,244 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 6.00 － 7.00 13.00 

28年３月期 － 7.00       

28年３月期（予想）     － 7.00 14.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 655,000 17.1 42,500 20.4 41,300 20.5 27,000 30.0 62.39 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

新規  1社  （社名）TNSC (Australia) Pty Ltd、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期２Ｑ 433,092,837 株 27年３月期 433,092,837 株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 316,894 株 27年３月期 314,432 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 432,777,218 株 27年３月期２Ｑ 432,845,725 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については４ページ「１．当四半期

決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算説明会内容の入手方法） 

当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。 

・平成27年11月６日（金）……機関投資家、アナリスト向け決算説明会 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第

39項に掲げられた定め等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「少数株主持分」

を「非支配株主持分」としております。

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）における世界経済は、中国では景気が

減速し、アジア地域でも伸び悩みが見られます。米国ではドル高や海外経済の減速による影響が懸念されています

が、景気は内需を中心に拡大基調が続いています。わが国経済は、円安・原油安に支えられ企業収益は改善していま

すが、設備投資は伸び悩み、輸出や鉱工業生産にも停滞感が見られ、景気は踊り場を迎えています。 

 

 このような状況の下、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高2,856億97百万円（前年同期比6.2％増

加）、営業利益189億58百万円（同15.3％増加）、経常利益194億８百万円（同17.2％増加）、親会社株主に帰属する

四半期純利益133億３百万円（同34.2％増加）となりました。 

 

 セグメント業績は、次のとおりです。 

 なお、前連結会計年度の第４四半期より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、一部の費用

の配賦方法を各セグメントの組織変更後の実態に合った合理的な配賦基準に基づき配賦する方法に変更しておりま

す。前第２四半期連結累計期間の各セグメント業績については、変更後の利益又は損失の測定方法により作成してお

ります。 

 また、当第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アジアガス事業」から「アジア・オセア

ニアガス事業」へ変更しております。当該変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響は

ありません。

 

①国内ガス事業 

 主力製品であるセパレートガス（酸素・窒素・アルゴン）の売上高は、造船・輸送機器関連が堅調に推移したもの

の、主要関連業界である鉄鋼、化学、エレクトロニクス向けの需要減少等により、前年同期を下回りました。また、

設備投資需要が低迷したことから、空気分離装置の売上高は大きく減少しました。

 電子材料ガスは、液晶パネル、半導体関連向けの需要が減少し、売上高は前年同期を下回りました。

 メディカル分野では、医療用機器が在宅関連を中心に売上げを伸ばしました。

 ＬＰガスの売上高は、輸入価格の下落により前年同期を大幅に下回りました。

 以上の結果、国内ガス事業の売上高は、1,578億93百万円（前年同期比4.6％減少）、営業利益は原油価格下落によ

るコスト低減効果もあり、117億47百万円（同3.7％増加）となりました。

 

②米国ガス事業 

 景気回復と為替換算による影響に加え、Ｍ＆Ａ戦略による成果も寄与し、売上高は前年同期を大幅に上回りまし

た。

 以上の結果、米国ガス事業の売上高は、775億97百万円（前年同期比23.9％増加）、営業利益は34億45百万円（同 

28.2％増加）となりました。
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③アジア・オセアニアガス事業 

 産業ガス関連では、ベトナム、フィリピンの売上高が大幅に伸長した一方で、シンガポール、マレーシアの売上高

は前年同期を下回りました。また、本年５月よりタイのエア・プロダクツ・インダストリー社を連結子会社化してお

ります。 

 エレクトロニクス関連では、台湾、中国、韓国での需要が依然堅調であり、電子材料ガス及び機器が売上げを大き

く伸ばしました。 

 以上の結果、アジア・オセアニアガス事業の売上高は、364億40百万円（前年同期比20.1％増加）、営業利益は17

億62百万円（同17.8％増加）となりました。

 

④その他事業 

 サーモス事業は、新商品を中心に好調な売れ行きが持続し、売上高は前年同期を大きく上回りました。

 以上の結果、その他事業の売上高は、137億65百万円（前年同期比33.0％増加）、営業利益は27億51百万円（同

55.1％増加）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は8,095億13百万円で、前連結会計年度末比で271億56百万円の増加となって

おります。為替の影響については、USドルの期末日レートが前連結会計年度末に比べ約２円の円安となるなど、約13 

億円多く表示されております。 

〔資産の部〕 

（流動資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産の残高は2,688億79百万円で、前連結会計年度末比で７億73百万円の増加

となっております。仕掛品が70億54百万円の増加、受取手形及び売掛金が51億30百万円の減少となっております。 

（固定資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の固定資産の残高は5,406億33百万円で、前連結会計年度末比で263億82百万円の増加

となっております。有形固定資産が188億33百万円の増加、無形固定資産が179億13百万円の増加、投資その他の資産

が103億64百万円の減少となっております。 

〔負債の部〕 

（流動負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は1,878億66百万円で、前連結会計年度末比で32億95百万円の増加

となっております。支払手形及び買掛金が42億17百万円の減少、未払法人税等が30億85百万円の減少、その他が129

億99百万円の増加となっております。 

（固定負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は2,736億62百万円で、前連結会計年度末比で170億83百万円の増加

となっております。長期借入金が154億84百万円の増加となっております。 

〔純資産の部〕 

 利益剰余金は104億42百万円の増加となっております。その他有価証券評価差額金は、主に当社が保有する上場有

価証券の含み益の減少により61億17百万円減少し、66億60百万円となっております。為替換算調整勘定は209億８百

万円、非支配株主持分は253億15百万円となっております。 

 以上の結果、純資産の部の合計は3,479億84百万円となり、前連結会計年度末比で67億76百万円の増加となってお

ります。 

 なお、自己資本比率は39.9％と前連結会計年度末に比べ0.6ポイント低くなっております。 

 

（キャッシュ・フローの分析)

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローが337億76百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが394億15百万円の支出、財務活動によるキ

ャッシュ・フローが４億60百万円の収入となりました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間の資金の期末残高

は、469億81百万円（前年同四半期比103億68百万円の増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 税金等調整前四半期純利益、減価償却費、売上債権・たな卸資産の増減や仕入債務の増減、法人税等の支払他によ

り、営業活動によるキャッシュ・フローは337億76百万円の収入（前年同四半期比36.9％増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出189億33百万円等により投資活動によるキャッシュ・フローは394億15百万円の支出

（前年同四半期比180.7％増加）となりました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 長期借入れによる収入が355億95百万円、長期借入金の返済による支出が297億25百万円や配当金の支払いが30億30

百万円等により財務活動によるキャッシュ・フローは４億60百万円の収入（前年同四半期は299億76百万円の支出）

となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年８月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 連結子会社であるTNSC (Australia) Pty Ltdは、特定子会社に該当しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を第

１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度につい

ては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

- 4 -

大陽日酸㈱ （4091）　平成28年３月期　第２四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 53,420 48,753 

受取手形及び売掛金 150,552 145,422 

商品及び製品 30,252 31,239 

仕掛品 8,758 15,813 

原材料及び貯蔵品 9,782 10,577 

繰延税金資産 8,387 8,478 

その他 9,470 11,020 

貸倒引当金 △2,520 △2,425 

流動資産合計 268,105 268,879 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 56,886 57,904 

機械装置及び運搬具（純額） 171,756 175,291 

土地 38,199 41,297 

リース資産（純額） 4,354 4,326 

建設仮勘定 19,773 24,932 

その他（純額） 33,871 39,923 

有形固定資産合計 324,842 343,676 

無形固定資産    

のれん 66,471 84,388 

その他 25,701 25,698 

無形固定資産合計 92,173 110,086 

投資その他の資産    

投資有価証券 75,377 63,385 

長期貸付金 1,199 2,398 

退職給付に係る資産 8,396 8,645 

繰延税金資産 2,073 2,047 

その他 10,542 10,735 

投資等評価引当金 △20 △20 

貸倒引当金 △333 △322 

投資その他の資産合計 97,235 86,870 

固定資産合計 514,251 540,633 

資産合計 782,357 809,513 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 77,036 72,819 

短期借入金 65,746 63,335 

未払法人税等 7,113 4,027 

引当金 3,758 3,769 

その他 30,915 43,914 

流動負債合計 184,570 187,866 

固定負債    

社債 45,000 45,000 

長期借入金 148,904 164,389 

リース債務 4,779 6,995 

繰延税金負債 43,451 42,597 

執行役員退職慰労引当金 420 416 

役員退職慰労引当金 810 717 

退職給付に係る負債 3,824 3,737 

その他 9,387 9,809 

固定負債合計 256,579 273,662 

負債合計 441,149 461,528 

純資産の部    

株主資本    

資本金 37,344 37,344 

資本剰余金 55,955 56,078 

利益剰余金 190,957 201,400 

自己株式 △232 △236 

株主資本合計 284,025 294,587 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 12,777 6,660 

繰延ヘッジ損益 △461 △456 

為替換算調整勘定 20,067 20,908 

退職給付に係る調整累計額 835 968 

その他の包括利益累計額合計 33,219 28,081 

非支配株主持分 23,963 25,315 

純資産合計 341,207 347,984 

負債純資産合計 782,357 809,513 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 268,911 285,697 

売上原価 180,346 186,555 

売上総利益 88,564 99,141 

販売費及び一般管理費 72,126 80,183 

営業利益 16,438 18,958 

営業外収益    

受取利息 66 85 

受取配当金 563 732 

負ののれん償却額 16 － 

持分法による投資利益 1,243 1,184 

その他 739 815 

営業外収益合計 2,629 2,817 

営業外費用    

支払利息 1,852 1,877 

固定資産除却損 79 99 

その他 571 390 

営業外費用合計 2,504 2,367 

経常利益 16,564 19,408 

特別利益    

段階取得に係る差益 － 1,813 

特別利益合計 － 1,813 

税金等調整前四半期純利益 16,564 21,222 

法人税、住民税及び事業税 5,901 6,959 

法人税等調整額 61 222 

法人税等合計 5,962 7,181 

四半期純利益 10,601 14,040 

非支配株主に帰属する四半期純利益 691 736 

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,910 13,303 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 10,601 14,040 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,062 △6,093 

繰延ヘッジ損益 △159 5 

為替換算調整勘定 △4,037 766 

退職給付に係る調整額 259 138 

持分法適用会社に対する持分相当額 △317 △279 

その他の包括利益合計 △1,192 △5,463 

四半期包括利益 9,409 8,577 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,684 8,166 

非支配株主に係る四半期包括利益 724 411 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 16,564 21,222 

減価償却費 17,845 19,486 

のれん償却額 2,421 2,943 

受取利息及び受取配当金 △629 △817 

支払利息 1,852 1,877 

持分法による投資損益（△は益） △1,243 △1,184 

有形固定資産売却損益（△は益） △10 △15 

段階取得に係る差損益（△は益） － △1,813 

売上債権の増減額（△は増加） 2,309 8,827 

未収入金の増減額（△は増加） 503 961 

前渡金の増減額（△は増加） △383 △338 

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,109 △7,981 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,503 △4,965 

未払費用の増減額（△は減少） △282 1,473 

前受金の増減額（△は減少） 599 971 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9 159 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 1,028 △110 

その他 △146 903 

小計 32,824 41,597 

利息及び配当金の受取額 1,307 3,099 

利息の支払額 △2,031 △1,906 

早期割増退職金の支払額 △1,398 － 

法人税等の支払額 △6,034 △9,012 

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,667 33,776 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △524 △593 

定期預金の払戻による収入 1,210 673 

有形固定資産の取得による支出 △14,422 △18,933 

有形固定資産の売却による収入 439 893 

無形固定資産の取得による支出 △616 △183 

投資有価証券の取得による支出 △260 △79 

投資有価証券の売却による収入 52 71 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △18,103 

貸付けによる支出 △46 △1,282 

資産買収による支出 － △1,690 

その他 124 △187 

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,044 △39,415 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,929 △1,174 

長期借入れによる収入 19,442 35,595 

長期借入金の返済による支出 △35,464 △29,725 

社債の償還による支出 △15,000 － 

連結範囲の変更を伴わない子会社株式の取得によ

る支出 
△1,583 △141 

非支配株主からの払込みによる収入 － 242 

リース債務の返済による支出 △996 △796 

自己株式の取得による支出 △55 △17 

自己株式の売却による収入 0 0 

配当金の支払額 △2,598 △3,030 

非支配株主への配当金の支払額 △651 △492 

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,976 460 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △123 399 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,476 △4,777 

現金及び現金同等物の期首残高 56,088 51,547 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
－ 212 

現金及び現金同等物の四半期末残高 36,613 46,981 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア・ 

オセアニア 

ガス事業 

その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 165,569 62,641 30,351 10,348 268,911 － 268,911 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 2,730 3,487 611 352 7,183 △7,183 － 

計 168,300 66,129 30,963 10,701 276,094 △7,183 268,911 

セグメント利益 

（営業利益） 
11,332 2,687 1,496 1,773 17,290 △851 16,438 

   （注）セグメント利益の調整額△851百万円には、セグメント間取引消去△68百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△782百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基

礎研究費用等です。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア・ 

オセアニア 

ガス事業 

その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 157,893 77,597 36,440 13,765 285,697 － 285,697 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 3,799 2,986 1,150 307 8,244 △8,244 － 

計 161,692 80,584 37,591 14,073 293,941 △8,244 285,697 

セグメント利益 

（営業利益） 
11,747 3,445 1,762 2,751 19,706 △747 18,958 

   （注）セグメント利益の調整額△747百万円には、セグメント間取引消去△52百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△695百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基

礎研究費用等です。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

 「アジア・オセアニアガス事業」において、新たにTNSC(Australia) Pty Ltd、Renegade Gas Pty Ltdを連結の

範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間において11,971百万円で

あります。 
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Ⅲ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（セグメント名称の変更）

 当第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アジアガス事業」から「アジア・オセアニアガ

ス事業」へ変更しております。当該変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありま

せん。なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

 

（事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

 前連結会計年度の第４四半期より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、一部の費用の配賦

方法を各セグメントの組織変更後の実態に合った合理的な配賦基準に基づき配賦する方法に変更しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」は、変

更後の利益又は損失の測定方法により作成しております。

 この結果、前第２四半期連結累計期間のセグメント利益（営業利益）は、「国内ガス事業」で122百万円増加、

「米国ガス事業」で33百万円減少、「アジア・オセアニアガス事業」で89百万円減少しております。
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